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米国際貿易委員会のダンピング仮決定によるポバール事業への影響について

１０月２１日、米国際貿易委員会（ＩＴＣ）は、ポバール（ポリビニルアルコール）樹脂

のダンピング問題で、中国、日本、韓国、ドイツからの輸入品が米国内同産業に被害を与

えている疑いがあるとする「仮決定」を下しました。これを受け、米商務省が調査に入り

来年２月までにダンピングの有無についての「仮決定」を下す予定とのことです。

当社としましては、この「仮決定」は誠に遺憾であり、今後、所定の手続きに従い当社の

立場を主張していく所存です。

また、米商務省によりダンピング有りの「仮決定」が下された場合でも、実際には当社グ

ループから米国へのポバール輸出量がごく僅か（当社グループ販売量の１～２％程度）で

あるため、当社ポバール事業の収益への影響はほとんどありません。
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